
令和５年度　総務課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

①財政健全化の
取り組み

令和3年度決算における
国が定める財政健全化
判断比率では、実質公
債費比率11.2%、将来負
担比率73.1%と、いずれ
も早期健全化基準や財
政再生基準を下回って
おり、短期的には直ち
に懸念する状況ではな
いように改善してきて
います。しかしなが
ら、今後、老朽化に伴
う公共施設の改修等に
多額の費用が見込まれ
ることから、中長期的
な視点に基づいた財政
政策を実施し、引き続
き財政健全化に取り組
んでいきます。

①事業の取捨選択を行い、財
政規模に見合った適正な財政
運営を行います。

②公共施設等総合管理計画に
おける中長期的な経費を考慮
した財政シミュレーションを
行います。

③既存の歳入の維持・強化及
び歳出の削減に努め、繰上償
還による公債費の低減に取り
組みます。

①補正予算編成において、増額
補正に対しては予算の組替えや
緊急性が高いもの以外の補正を
原則認めないとの方針に基づ
き、各課と協議を重ね、予算縮
減を図りました。

②令和6年度予算編成を見据
え、今後発生する各施設の長寿
命化に係る改修スケジュール、
予算額の把握に努めました。

③準公債費である国営土地改良
事業負担金の利率が高利率であ
ることから、利率の低い地方債
への借換えを検討しました。
（残高約600,000千円、利率
5％、年償還額80,000千円）

Ｂ⁻

①予算編成においては、
引き続き各課と十分な協
議を行い、事業の見直し
や廃止等について検討を
重ねていきます。

②令和6年度予算編成に
おいて計上される可能性
がある各施設の工事費を
事前に調査し、適正な予
算配分に取り組みます。

③国、県と協議を行い、
財源として地方債を充当
できるかを確認し、充当
可能な場合は、財政シ
ミュレーションを行い、
公債費の抑制に取り組み
ます。

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　総務課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

②行財政改革大
綱と実行計画の
策定

①策定に向けた情報収
集

②第6次行財政改革大綱
及び実行計画の検証

③第7次行財政改革大綱
における基本理念及び
推進項目の決定

④実行計画の策定

①今後の社会情勢等の変化に
対応した行財政改革のあり方
について検討します。

②検証結果を矢吹町まちづく
り総合審議会に報告し、意見
を伺います。

③まちづくり総合審議会やパ
ブリックコメント等から寄せ
られた意見を新たな行財政改
革大綱に反映させます。

④現状や課題を洗い出し、目
標や効果等を設定します。

①全職員を対象としたアンケー
ト調査を実施しました。また、
アンケート結果を基に職員への
ヒアリングを行い、現在の各課
の課題等を把握することに努め
ました。

②行財政改革実行計画（R2～
R5）の実施項目について検証、
評価を行うため、各課に依頼し
ました。

③④職員アンケートの実施及び
調査結果の分析を行うため、国
等の方針や先進自治体の動向に
関する専門知識を有する業者と
業務委託を締結し、今後の大綱
及び実行計画の策定に関する打
合せを実施しました。（4月、5
月、7月）

Ｂ⁺

①職員アンケート及びヒ
アリングの内容を基に現
在の課題を整理し、現状
の分析を行います。

②各課から提出された検
証・評価結果をまとめ、
報告書を作成し、矢吹町
まちづくり総合審議会の
点検を受けます。

③④本町の基礎データや
職員アンケート等から見
えた課題を整理し、新た
な大綱及び実施計画を策
定します。
11月　基本理念・基本方
針の策定
12月　改革に向けた各種
施策の策定
1月　大綱(案)の作成、
各課協議
2月　まちづくり総合審
議会への報告

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　総務課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

③人材育成

①職務に求められるス
キル向上研修

②専門的な能力向上研
修

③組織的な底上げを図
る独自研修

④人材育成考課制度運
用講座

⑤心の健康の保持増進
研修

①ふくしま自治研修センター
を活用した指名研修へ派遣し
ます。

②東北自治研修所、市町村職
員中央研修所、ふくしま市町
村支援機構等の各研修所を利
用する指名研修へ派遣しま
す。

③一般職を対象として事務能
力向上を図ります。

④副係長以上を対象に効果的
な助言や手法の体得を目指す
研修を実施します。

⑤ストレスケアにおける組織
としてのスキルアップ研修を
実施します。

①派遣研修（ふくしま自治研修
センター43名）

②希望研修（支援機構10名（内
オンライン受講5名）、福島県
下水道公社1名、日本経営協会1
名（内オンライン受講1
名））、市町村アカデミー2
名、地域活性化センター1名、
東北地区用地対策連絡会1名、
人事行政研究所1名、一般財団
法人日本立地センター1名、一
般社団法人日本補償コンサルタ
ント協会1名

③メンター制度の実施

④12月～1月に実施予定です。

⑤実施を検討中です。

Ｂ⁺

①～⑤について、職員研
修は、引き続き、オンラ
インでの受講も検討しな
がら研修実施に努めま
す。内部研修において
も、研修計画に沿って実
施していきます。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　総務課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

④人材確保

①市町村合同企業説明
会への参加

②必要に応じた専門的
人材確保に向けた選考

③町内外における職員
募集パンフレットによ
る周知

①福島県総務部市町村行政課
や町村会等が主催する説明会
へ参加します。

②各種専門職の枠を設けた採
用試験を実施します。

③町のPRを含めた職員募集パ
ンフレットの作成及び各学校
及び周辺施設への掲示依頼を
実施します。

①県主催の合同説明会へ参加
（5/20）

②管理栄養士採用試験の実施
（9/17一次試験実施）

③採用ページ、PRポスター、
リーフレットを作成し、ポス
ター等については町内公共施
設・商業施設及び郡山市内各種
学校等への掲示依頼を実施

Ａ

①受験者の中に合同説明
会来場者も数名いたこと
から、来年度も参加する
方向で準備を進めていき
ます。

②1次試験の結果が届き
次第、2次試験を実施
し、優秀な人材確保に向
けて引き続き進めていき
ます。

③リクルートサイトへの
掲載等も視野に入れてい
きます。

⑤職場環境の改
善

①産業医との連携

②ストレスケア研修

③庁舎敷地内の美化活
動

①個別案件について産業医へ
の相談を実施します。

②職員個人でのケアとしてセ
ルフケア研修及び組織的なケ
ア方法の習得を目指しライン
ケア研修を実施します。

③働き続けたい職場づくりと
して清掃及び修繕を中心に環
境整備を実施します。

①病休者が希望する場合には、
産業医に相談できる体制を確保
していきます。

②10月又は11月に研修実施に向
けて調整しています。

③庁舎周辺の清掃及び庁舎内の
修繕等を実施しています。

Ｂ⁺

①個別に希望の有無を確
認し、産業医との連携を
引き続き実施していきま
す。

②セルフケア研修及びラ
インケア研修をより多く
の対象者が参加できるよ
う努めます。

③引き続き環境整備に努
めていきます。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　企画・デジタル推進課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

①デジタル田園
タウン構想

①行政サービス向上の
ための行政手続きのオ
ンライン化

②町特有の課題を解決
するためのデジタル実
装

③デジタルデバイド
(情報格差)の解消のた
めの高齢者等へのデジ
タル活用支援

①公共施設予約・支払いシステムの構築
などを推進し、町民生活の利便性向上を
図ります。

②国のデジタル田園都市国家構想交付金
を活用した事業に取り組みます。

②-1　データ連携基盤を活用した「ライ
フログモデルによる共助型社会」創出事
業
　他自治体や民間企業等との様々なデー
タとサービス連携により、妊娠、出産、
子育てなどのライフステージに合わせた
切れ目のない子育て支援サービスの提供
や、ボランティア・塾・習い事などの子
どもの活動履歴を分析・評価・証明する
など、子どもたちの主体的なまちづくり
への参加を促すシステムを構築します。

②-2　矢吹町スポーツ×デジタル振興プ
ロジェクト
　デジタル技術で身体能力を分析し、体
力運動能力向上、ヘルスケア、各種ス
ポーツ教室、部活動地域移行などの事業
開発・実証を行うなど、官民連携により
スポーツをテーマにした事業展開を図る
とともに、複合施設ココット周辺の賑わ
いを創出します。
　その他、防犯デバイスビーコン（位置
情報発信）を導入し、子どもの通学時な
どの安全確保、高齢者の見守りなどに活
用します。

③全ての町民がデジタル化の恩恵を受け
られるよう、スマホ教室を開催します。
また、小学生を対象にプログラミング体
験教室を実施し、デジタルスキルの向上
に取り組みます。

①システム構築に向けて、仕様書の作成
など契約の準備を行いました。
また、さらなるサービス向上のため、窓
口手続きに関する業務棚卸しや各課ヒア
リングを行うなど、オンライン化の拡大
に向けた調査検討を進めました。

②-1　事業推進体制として、産官学の共
同連帯組織【三菱商事株式会社、一般社
団法人Smart CitizenHub、矢吹町、東京
都狛江市、学校法人成城学園（成城大
学）】を構築しました。（6月に協定締
結）
また、サービス構築・導入の契約を締結
しました。

②-2　プロジェクトのビジョン・コンセ
プトの策定（10月）に向けて、町のス
ポーツ関係者インタビュー、ワークセッ
ション、現地視察により、町の魅力、プ
ロジェクトへの期待、課題感等を把握し
ました。
また、機運醸成セミナーやイベント開催
（11月実施予定）に向けた準備を行いま
した。

その他、デバイスビーコン導入の制度設
計について、関係各課と協議を深めまし
た。

③福島県と連携し、高齢者対象のスマ
ホ・タブレット教室の実施に向けた準備
を行いました。（11月及び1月に実施）
また、教育委員会と連携し、小学生対象
のプログラミング教室を行いました。（8
月～2月に実施）

Ｂ⁺

①システム構築を完了（2月）
させ、住民の方の利便性向上を
実現します。
また、次年度新たにオンライン
化する手続きの検討を進めま
す。

②-1　2月以降のサービス開始
に向けて、順次工程（要件定
義・設計・コンテンツ開発・
ネットワーク環境整備等）を進
めます。

②-2　構想策定、ソフト事業開
発、実証事業、機運醸成セミ
ナー・イベント（11月予定）
等、プロジェクトの着実かつ確
実な実施により、まちの賑わい
創出などスポーツを軸とした地
域課題解決を目指します。

その他、子どもや高齢者を対象
としたデバイスビーコンの導入
を実施するなど、街ぐるみでの
見守りサービスの環境構築を進
めます。

③町民対象のデジタル活用支援
講習会【基礎講座のほか、町公
式LINE、マイナポータル、e-
Tax（確定申告等）、全国版救
急受診アプリ等の利活用講
座）】の開催に向けた準備を進
めます。（11月～2月に実施予
定）

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　企画・デジタル推進課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

②第7次矢吹町
まちづくり総合
計画の策定

①現計画の見直し

②計画策定における住
民の関わりの場の確保

③住民に知ってもらえ
る分かりやすい計画づ
くり

①矢吹町の歴史やこれまでの取
り組みを継承しながら、現在の
経済情勢や社会情勢を踏まえ
て、未来に希望の持てるまちづ
くりに繋げられるよう、目標等
の見直しを行います。

②行政側が中心となって計画を
策定するだけでなく、民間のア
イデアやノウハウを活かせるよ
う、アンケートやパブリックコ
メント、民間主導のワーク
ショップ等、住民参画・協働に
より、町全体が一体となって計
画づくりを行います。

③総合計画をより多くの住民に
知ってもらえるよう、住民の
方々からの幅広い意見を内容に
反映させながら、これまで以上
に分かりやすい計画とします。

①次期計画の基本構想草案を矢
吹町まちづくり総合審議会で説
明し、内容について意見交換を
行いました。

②・③民間主導によるワーク
ショップを分野別に計3回開催
し、住民の意見を広く集約しま
した。（5月：高齢者世代、6
月：子育て世代、9月：商店街
や農業、企業等向け）、10月に
実施予定の小中学生対象のWeb
アンケートの準備を進めまし
た。

Ｂ⁺

①基本構想草案に係る意
見を審議会委員からアン
ケート調査により集約す
るとともに、内部組織の
策定委員会や庁議調整会
議等で計画内容を共有し
ながら、未来のまちづく
りの指針となるよう基本
構想、前期基本計画の策
定に取り組みます。

②・③子どもをはじめと
した町民の声、働く人の
声を大切にしながら、基
本構想及び前期基本計画
に紐づく事業として可能
な限り実施できるように
検討を行います。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　企画・デジタル推進課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

③デジタル人材
の確保・育成

①外部デジタル人材の
確保

②ICTスキルを習得す
る機会の提供

①DX推進のため、地域活性化起
業人制度を活用し外部人材を登
用します。

②地域活性化起業人による専門
研修などにより、業務ごとの役
割に見合ったデジタル人材が各
課に適切に配置されるよう人材
育成に取り組みます。

①DX推進に係る業務支援や、ま
ちづくり総合計画の推進・策定
支援として、民間企業より計2
名の派遣受け入れを実施しまし
た。

②DXに係る職員研修会の講師、
DX推進本部専門部会への参加及
び小学生プログラミング教室の
開催支援をとおして、人材育成
に取り組みました。

Ｂ⁺

①制度の効果検証によ
り、外部人材に期待する
分野・業務を含めて、受
け入れ継続や拡大等につ
いて検討を進めます。

②引き続き実施していく
とともに、関係各課や庁
内外の様々な会議・イベ
ント等への参加機会の提
供により、デジタル化の
普及促進とあわせ、人材
の確保・育成を目指しま
す。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　企画・デジタル推進課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

④危機管理体制
の強化

①職員への安全配慮義
務の対応

②起こりうるリスクを
想定した未然防止対策

①公正な職務執行を確保し公益
の増進を図るため、職務執行時
の任命権者、管理職、職員の責
務を明確化するほか、町民に対
しても職務執行への協力につい
て努力義務を規定する「矢吹町
公正な職務執行の確保等に関す
る条例」を策定します。

②様々な不測の事態に対応でき
るよう、リスク管理シートによ
るモニタリングに取り組みま
す。事務処理ミス等が発生した
場合は、口頭による報告により
ミスへの対応を最優先するとと
もに、速やかに事務処理ミス等
報告書を作成し、状況に応じて
組織で対応策を検討します。内
容を逐次記録することで、再発
防止にも努めます。

①公正な職務執行の確保や公益
の増進を図るために、関係する
規則や要綱を新たに制定すると
ともに、不当要求行為等への対
応マニュアルについて、制定に
向けた準備を行いました。

②リスク管理シートの更新を行
いながら、同シートに基づき、
年度当初よりモニタリングを
行っています。事務処理ミス等
のリスクが発生した場合には、
再発防止を図るために発生した
リスクの報告を求め、記録を
行っています。

Ｂ⁺

①引き続き、危機管理体
制の強化に向けて、他自
治体等の取組事例に関す
る情報収集を行いなが
ら、本制度の必要性や重
要性を関係者の方に丁寧
に説明し、制度理解への
醸成を図ります。

②引き続き、効果的かつ
効率的なリスク管理を行
うために、リスクを可視
化し、リスクに対する事
前対応策の改善や発生し
たリスク及びリスクへの
事後対応を記録すること
で再発防止に努めます。
適宜マニュアル等の追加
や更新を行いながら、事
前または事後のリスクに
ついて対応策を充実さ
せ、実効性をより高める
ことを目指します。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　企画・デジタル推進課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

⑤各課との横連
携の強化

①各課との調整が必要
な分野の把握

②各課との横連携を図
り、必要に応じ関連課
での推進体制を構築

①庁議調整会議等を活用し、課
題等の抽出を図ります。

②複数の課が跨る事業について
は、必要に応じ新たな推進体制
を構築するなどして、スムーズ
に執行できる環境づくりを行い
ます。

①各課ヒアリングや庁議調整会
議等を実施し、関係各課と調整
が必要な事業（大池公園の今後
の利活用について、子ども・高
齢者の見守りサービスの導入に
ついて等）を抽出しました。

②抽出した上記事業について、
関係各課と協議を深めました。
また、全課に跨る、まちづくり
総合計画策定委員会及びDX推進
本部専門部会の体制を構築し、
次期計画策定に向けて協議を深
めました。

Ｂ⁺
①②引き続き、調整が必
要な分野の把握に努めな
がら、構築した推進体制
により、効率的かつ効果
的な事業推進を図りま
す。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　まちづくり推進課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

①公共交通ネッ
トワーク

行き活きタクシー、コ
ミュニティバス、AIオ
ンデマンドバス等の交
通サービスを組み合わ
せ誰もが移動に困らな
い利便性の高い生活を
実現します。また、移
動を単なる手段として
ではなく、一元的な
サービスとして提供
し、地域課題を解決す
る“矢吹MaaSプロジェ
クト”を推進します。

●4月 AIオンデマンドバス導
入計画策定業務委託
●5月 地域公共交通計画策定
業務委託
●6月 デジタル田園都市国家
構想交付金（地方創生推進タ
イプ横展開）申請
●6月 地域公共交通協議会
（1回目）
●9月 地域公共交通協議会
（2回目）
●10月 AIオンデマンドバス
導入業務委託
●11月 AIオンデマンドバス
実証実験告知
●1月 AIオンデマンドバス試
乗会
●1月 地域公共交通協議会
（3回目）
●2月 AIオンデマンドバス実
証実験開始

矢吹町地域公共交通活性化協議
会を立ち上げ、「矢吹町地域公
共交通計画」の策定を行いまし
た。
●4月 AIオンデマンドバス導入
検討・準備支援業務委託
●6月 喜多方市AI活用型オンデ
マンドバス事業に係る行政視察
研修（矢吹町議会議員研修同
行）
●7月 地域公共交通計画策定支
援業務委託
●8月 矢吹町地域公共交通活性
化協議会第1回会議
●9月 矢吹町地域公共交通計画
策定に係るパブリックコメント
募集
●9月 矢吹町地域公共交通活性
化協議会第2回会議
●9月 矢吹町地域公共交通計画
策定

Ｂ⁺

AIオンデマンドバスや自
動運転バス等に関する町
民向けの説明会を実施
し、公共交通施策に係る
周知を実施するととも
に、次年度におけるAIオ
ンデマンドバスの導入等
について検討します。
●12月 町民向け説明会
の開催
●1月 デジタル田園都市
国家構想交付金申請
●随時 矢吹町地域公共
交通活性化協議会第3回
会議

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　まちづくり推進課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

②防災、災害等
の計画の改訂及
び策定

矢吹町災害時受援計画
並びに矢吹町の国民の
保護に関する計画を策
定し、災害時に迅速な
対応ができる体制を構
築するほか、地域防災
計画の見直しを行いま
す。
また、消火栓の位置情
報をアプリ化し、デジ
タルを推進します。

●4月～2月 情報収取・内容
の確認及び関係機関との協議
●2月 国民保護協議会にて承
認
●3月 計画書の実施配布

●5月 業務継続計画策定
●7月 矢吹町災害時受援計画、
矢吹町国民保護計画策定委託契
約締結
●8月 第1回業務打合せ実施

Ｂ⁺
●関係課及び関係機関と
の協議
●国民保護協議会の開催
●消防アプリ操作説明会
の開催（消防団員向け）

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　まちづくり推進課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

③危険空き家等
への対応方針の
検討

危険空き家等の周辺住
民等が、「安全、衛
生、防犯面」において
安心して過ごすことが
できる生活環境の保全
に努めます。
本件の問題に対して、
全国で対応している他
自治体の取り組み事例
を調査研究し、町内に
ある危険空き家等を把
握するための調査準備
を行います。
また、関係各課により
業務整理と事務分担、
今後、どのような対応
が必要であるか協議・
検討します。

●他自治体の取り組み事例の
情報収集
●危険空き家等を把握するた
めの調査準備
●関係各課で業務整理と事務
分担、また、今後の対応につ
いて協議します。
●関係各課で「特定空き家判
断委員会」の設置について協
議します。（行政代執行によ
り、取り壊しする建物がある
場合）

●他自治体の取り組み事例の情
報収集
●危険空き家等を把握するため
の調査準備（空き家データを入
手し、危険空き家の調査準備）

Ｂ⁺
●危険空き家のリスト作
成
●関係課との業務調整を
行い組織体制を検討

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　まちづくり推進課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

④協働のまちづ
くりの支援

協働のまちづくりの推
進を図るため、「自
助・共助・公助の考え
方」のうち、共助にお
ける協働範囲を拡充す
るため、町民・職員の
意識の醸成を図りま
す。また、協働の核と
なる行政区の持続的な
活動を支援するため、
区長会事業をはじめ、
地域活動の活性化に向
けて支援します。

●随時
・まちづくり団体登録制度の
運用による官民の各種助成制
度等の情報提供
・広報、ホームページ等によ
るまちづくり団体の活動内容
の周知
・民間企業等とのボランティ
ア活動を含めた協働の在り方
を検討

まちづくり団体支援事業の第2
回審査会を実施し、補助金の交
付を行いました。
●4月　第1回審査分補助金交付
5団体
●6月　第2回審査会　4団体
　　　 第2回審査分補助金交付
4団体
●随時　まちづくり団体支援事
業の募集（HP）

Ｂ⁺

●随時　引き続き、まち
づくり団体登録制度の情
報提供を行います。
●11月　次年度分のまち
づくり団体支援制度につ
いて、広報やぶき、HP等
により募集を行います。
（第1回分）

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　まちづくり推進課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

⑤矢吹町ごみ減
量化推進計画

本町では、次世代に豊か
な環境を引き継ぐため、
「人・モノ・自然」を大
切にする「遺魂し」の心
を活かして「ごみゼロの
まち」を目指します。
「もったいない精神で資
源を大切にし、地球環境
保全に貢献するまち」の
実現に向け、ごみの減量
化に関して令和3年3月に
「矢吹町ごみ減量化推進
計画・第2期」を策定
し、令和3年度から令和6
年度までの4箇年計画に
より、更なるごみの減量
化・資源化を推進しま
す。
【ごみ資源化・減量化に
向けた目標】
・資源化（リサイクル率
UP）目標（15％・194ｔ
の増加）
・減量化目標（5％・246
ｔの削減）
　1人1日削減目標（24
ｇ）

●随時 家庭用生ごみ処理機
購入補助
●随時 資源回収奨励金交付
●6月 資源回収コンテナ設置
（第1回目）及び使用開始
●6月 資源回収コンテストの
前年度の結果発表（広報・
ホームページ）
●6月 ゴミ回収ボックス設置
（第1回目）及び使用開始
●11月 資源回収コンテナ設
置（第2回目）及び使用開始
●11月 ゴミ回収ボックス設
置（第2回目）及び使用開始
●11月 家庭用生ごみ処理機
購入補助及び資源回収奨励金
交付の募集（広報・ホーム
ページ）
●2月 資源回収コンテスト集
計
●3月 資源回収コンテナ設置
及びゴミ回収ボックス設置に
ついて次年度分の募集（各区
長へ通知し、意向調査）

●随時　家庭用生ごみ処理機購
入補助
　実績4件（目標5件）
●随時　資源回収奨励金交付
　実績507ｔ（目標220ｔ）
●7月　ゴミ回収ボックス設置
（第1回）及び使用
　実績7基（目標15基）
●8月　ゴミの自己搬入及び粗
大ゴミ収集の事前予約について
（広報・ホームページ掲載）

Ｂ⁺

●随時　家庭用生ごみ処
理機購入補助
●随時　資源回収奨励金
交付
●資源回収コンテナの設
置（目標設置4基）
●ゴミ回収ボックス設置
（第2回目）及び使用8基
（目標15基）
●11月「ごみの資源化・
減量化」について（広
報・ホームページ）
●12月　家庭用生ごみ処
理機及び資源回収奨励金
交付の募集（広報・ホー
ムページ）
●2月　資源回収コンテ
スト集計
●3月　資源回収コンテ
ナ及びゴミ回収ボックス
設置について次年度分の
募集（各区長へ周知し、
意向調査）

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難

14

14



令和５年度　まちづくり推進課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

⑥地球温暖化対
策事業

本町では、現在、「地球
温暖化対策の推進に関す
る法律」に基づき、矢吹
町役場庁舎等の省エネ・
省資源、廃棄物の減量化
などに関わる取り組みを
推進し、温室効果ガス排
出量の削減（抑制）を目
的に、「矢吹町地球温暖
化対策実行計画（事務事
業編）」（H31年3月）を
策定し、取り組みを推進
しています。
今年度は、同計画「区域
施策編」の策定を予定し
ており、まち全体の温室
効果ガス排出量削減等の
目標を設定し、その目標
を達成するために実現す
る措置の内容を定めると
ともに、排出量削減等を
行うための施策等につい
て定め、事業を推進しま
す。また、今年度内に
「ゼロカーボン宣言」を
予定しています。

【区域施策編計画策定】
●5月 プロポーザルの準備
●5月末～6月中旬　公募開始
●6月中旬 審査実施
●6月下旬 委託業者選定
●6月下旬 補助金の決定
●7月上旬 委託業者契約締結
●7月上旬～8月末　町民、事
業者向け意識調査
●8月～11月 各課との関係施
策の調整、計画のとりまとめ
●9月 意識調査の結果集計
●12月 パブリックコメント
の実施
●1月 業務委託完了実績報告
●2月 補助金実績報告
●3月 計画策定、公表

●5月 プロポーザルの準備
●5月末～6月上旬 公募開始
●5月下旬 補助金交付申請
●6月下旬 補助金の決定
●7月上旬 公募型プロポーザル
審査会
●8月上旬 委託業者契約締結
●9月下旬 ワークショップ開催
（複合施設ココット）
●9月下旬～10月中旬
町民、事業者向け意識調査（町
民3,000名、事業者100社）

Ｂ⁺

●10月～11月 各課との
関係施策の調整、計画の
とりまとめ
●11月 意識調査の結果
集計
●12月 パブリックコメ
ントの実施
●1月 業務委託完了実績
報告
●2月 補助金実績報告
●3月 計画策定、公表

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　総合窓口課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

①総合窓口業務

①「町の顔」として
「明るく 丁寧で 親切
かつ 迅速」な対応

②お客様に寄り添った
接遇

①迅速・的確な対応のため、
窓口業務に関する知識や技術
の習得を図るとともに、より
良い接遇を目指し、対応能力
の向上に努めます。

②町民との信頼関係を高める
ため、窓口での丁寧な接遇に
努めます。

①課題や問題が生じた際には、
他課や国・県と改善策について
協議し対応しました。

②対応職員が足りず、丁寧な接
遇を行う反面、お待たせするこ
とや代表電話に出ることができ
ない等の問題がありました。

Ｂ⁻
①②　職員の育成及び総
合窓口会議を開催し、改
善点の洗い出し・検討を
進めていきます。

②職員の財務事
務処理能力の向
上

①所属における正確な
事務処理に対する認識
の徹底を図ります

①予算担当者会議資料の見直
し、誤りやすい事例の情報提
供、例月出納検査で指摘され
たものの情報提供

①日々の支出命令書等の確認時
において、不備や誤りの指摘を
適宜行い、ミスの未然防止に努
めました。
支出命令書の提出期限を支払予
定日毎に周知しました。
課長連絡会議で情報提供を行い
ました。

Ｂ⁺
①来年度の予算担当者会
議資料の見直しを行いま
す。

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　総合窓口課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

③マイナンバー
カード取得率の
向上

①申請方法の周知

②代理申請の実施

③希望を募り各種団体
や企業等への出張申請
受付の実施

④交付窓口を奇数月1回
日曜日午前中に開設

①広報やぶき、HP等での周知
を実施します。また、町内医
療機関において取得申請の勧
奨を依頼します。

②マイナアシストを使用し、
誤申請を防ぎ申請時間の短縮
を図ります。また、町内郵便
局における申請場所を確保し
取得の利便性を図ります。

③希望のあった各種団体や企
業等と感染症対策を十分協議
した上で、申請受付交付まで
を実施します。

④平日受け取ることが困難な
方が安心して受け取ることが
できるよう、電話予約制にし
交付窓口を開設します。

①広報やぶき、HPで申請方法、
代理申請、出張申請等について
掲載しました。

②マイナアシストにより、申請
時間が短縮され、待ち時間なく
申請を受け付けることができま
した。8月より町内郵便局で申
請場所の確保ができました。
（カード申請・交付の事務処理
において、誤り件数無し）

③希望団体や企業が無く実施で
きませんでした。

④毎月1回日曜日の午前中と毎
月2回水曜日夜間7時まで開庁延
長し、予約制でマイナンバー
カードの交付、申請受付をしま
した。

※令和5年9月末日現在
 交付率74.7％(県内24位)

Ｂ⁺
引き続き申請方法を周知
し、マイナンバーカード
の申請及び交付ができる
機会について検討し、対
応していきます。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　総合窓口課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

④予算執行状況
の的確な把握

①収支予定額の的確な
把握

①四半期毎の予算執行計画書
を基にした支出予定額及び各
種交付金、補助金等の収入予
定日の確認

①月毎の定期的な支出予定額や
調定された収入予定額の把握と
併せて、金融機関から提出され
る収支日計表を元に残高の管理
を行いました。

Ｂ⁺
①年度末に向けて、引き
続き収支予定額と普通預
金残高の的確な把握を行
います。

⑤総合窓口のあ
り方

①現状と課題の整理

②会議の実施

①課内、係内で協議し、現状
と課題の抽出を行い整理しま
す。

②定例的に、企画・デジタル
推進課及び総務課と協議を行
います。全課にて現状と課題
について協議し、状況により
各課との協議を実施します。
検証を実施し、来庁者の立場
に立ったデジタル時代に合っ
た総合窓口の見直しを協議し
ます。

全課での現状と課題を説明し、
他課の考えを伺う総合窓口会議
を実施しました。 Ｂ⁻

係会議、課内会議で他課
の考えや現状について課
題の整理を行い、総合窓
口会議において、全庁的
な協議検討を行います。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　税務課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

①債権管理の適
正化

効率的かつ効果的な徴
収を実施するため、年
間行動計画を策定

①滞納処分等の年間行動計画の
策定
②文書催告の実施
　毎月（5月除く）、催告書を送
付
③納税相談の実施
　随時、納税相談を行い、収入
状況に応じた納付方法について
一緒に解決策を検討
④厳正な滞納処分の執行
　財産調査等を行い、差押等の
実施
⑤時効管理会議の開催
　滞納者に対する年度内の滞納
処分の方針決定及び時効中断に
ついて協議
⑥関係各課との連携
　各保険料を所管する保健福祉
課との連携
⑦白河地方広域市町村圏整備組
合滞納整理課への徴収事務の移
管
　徴収困難な滞納整理事案を選
定し、引継事務及び引継後の連
携の実施
⑧地方税法第48条に基づく福島
県への徴収引継依頼の実施
　町県民税滞納者を選定し、移
管事務及び移管後の連携の実施
⑨職員の徴収事務能力の向上
　徴収事務研修及びOJTによる知
識習得・折衝能力の向上

①年間行動計画に基づき行動し
ました。
②対象者に対し、催告書を送付
しました。
③納税相談を行い、早期に滞納
税が完納となるための解決策の
提案を行いました。
④効率的な財産調査を心掛け、
厳正に滞納処分を実施しまし
た。
⑤毎月1回時効管理会議を開催
し、時効中断における管理方針
について協議しました。
⑥保健福祉課と連携し、各保険
料の納付周知に努めました。
⑦白河地方広域市町村圏整備組
合滞納整理課へ39名の移管を行
い、うち、8名が完納となりまし
た。（9月末日現在）
⑧福島県県南地方振興局県税部
に15名の引継を行い、うち、2名
が完納となりました。（9月末日
現在）
⑨福島県及び白河地方広域市町
村圏整備組合滞納整理課主催の
徴収事務研修に参加し、知識の
習得に努めました。また、福島
県の滞納整理スキルアップ支援
事業を活用し、派遣された県職
員より滞納整理について助言を
受けました。

Ｂ⁺

町税等の現年度分・過年
度分についての収納率向
上のため、適正な催告書
の送付、効率的な財産調
査を行い、納税が不履行
の滞納者に対しては厳正
に滞納処分を実施しま
す。
また、無財産で納付資力
の無い滞納者について
は、執行停止を行いま
す。

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　税務課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

②滞納整理
滞納処分の状況等につ
いて定期的な報告

①滞納整理状況の町長報告
　町税等の収入状況、差押実
績、広域圏滞納整理課の徴収
実績を毎月報告

②町税等の滞納整理状況を掲
載
・広報やぶき（年1回）
・矢吹町ホームページ（毎
月）

①毎月、町税等の収入状況、差
押実績、広域圏滞納整理課の徴
収実績について、町長に報告を
行いました。

②毎月、町税等の滞納整理状況
について、矢吹町ホームページ
に掲載しました。

Ｂ⁺

町税等の収入状況等にお
ける町長報告について、
毎月遅滞なく報告しま
す。
また、町税等の滞納整理
状況についても広報やぶ
き（12月号）、矢吹町
ホームページに掲載しま
す。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　税務課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

③デジタル活用
による業務効率
化

①地方税の電子化

②税務システム標準仕
様への対応

③定型事務の自動化、
アウトソーシングの推
進

④業務の効率化を図る
ためのシステム化の推
進

①地方税の電子化（軽自動車
手続き・電子決済・e-Tax
等）へのシステム対応

②令和7年度までのシステム
移行を見据えたRPA化を調査
検討

③自動化及びアウトソーシン
グが可能と思われる定型事務
について、各業務チェックリ
ストを活用し、システム業者
と協議

④デジタル化による業務効率
化
・法務局との登記異動情報の
データ連携
・新統合型GISによる土地調
査・家屋評価のタブレットに
よる調査システムの活用
・クレジットカード決済の導
入

①軽自動車JNKS-OSS（軽自動車
税納付確認システム）、軽OSS
（ワンストップサービス）、地
方税共通納税システムの税目拡
大について、ベンダーや地方税
共同機構と連携し対応しまし
た。

②RPA化が可能と思われる業務
について、調査検討を行いまし
た。

③自動化及びアウトソーシング
が可能と思われる定型事務の洗
い出しを実施しました。

④デジタル化による業務効率化
を図るためシステムの構築を行
いました。
・法務局と覚書を締結し、国の
登記連携システムへの接続を行
いました。
・土地調査及び家屋評価をタブ
レットを利用し事務を効率的に
遂行しました。
・6月から、クレジットカード
決済が導入されました。利用方
法について、矢吹町ホームペー
ジに掲載しました。

Ｂ⁺

自動化及びアウトソーシ
ングが可能と思われる定
型事務については、来年
度からの運用開始に向
け、ベンダーと協議し、
必要な整備を行います。
また、業務の効率化を図
るため、デジタル活用の
事業の調査・検討を行い
課題等を整理しながら民
間委託等を推進します。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　保健福祉課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

①新型コロナウ
イルス感染症対
策

①春夏接種(5月～8月)
の速やかな実施及び周
知活動【対象者:65歳以
上の高齢者・基礎疾患
をお持ちの方】

②秋冬接種の接種体制
（9月～3月）の構築及
び速やかな実施及び周
知活動【対象者:初回接
種を完了した全ての
方】

①②町広報紙、町ホームペー
ジ等による接種対象者への周
知。協力医療機関、看護師等
との接種体制の構築

①5月17日からの春夏接種につ
いて、多くの高齢者等が速やか
に接種出来るよう、接種日を増
やし、平日の日中に加えて、土
日及び夜の時間での接種を実施
しました。集団接種は、7月上
旬に終了することが出来まし
た。

②秋冬接種については、他の予
防接種（インフルエンザ等）の
繁忙期と重なることから、医療
機関と協議の上、集団接種を中
心とした接種体制を構築しまし
た。

Ｂ⁺

②町広報紙、町ホーム
ページ等による接種対象
者への秋冬接種及び次年
度の接種制度の周知を行
います。協力医療機関、
看護師等への次年度に向
けた説明を行います。

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　保健福祉課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

②国民健康保険
事業

国民健康保険事業の適
正運営

①被保険者数の推移分析

②医療費等の推移分析

③財政状況及び予算状況の確
認

①被保険者数
・R4年8月末：3,809人
・R5年8月末：3,552人
 【257人減】
少子高齢化、団塊の世代が75歳
になり後期高齢者医療に移行す
ること、社会保険の適用拡大等
により減少傾向にあります。

②医療費（療養給付費）
・R4年8月末：314,598,517円
・R5年8月末：328,962,758円
 【14,364,241円増】
コロナ禍における受診控えの解
消の動きにより増額傾向にあり
ます。

③国民健康保険税　収納額
（収納率）
※現年度・滞納繰越の合計
・R4年8月末：84,919,742円
　　　　　　　（22.62%）
・R5年8月末：84,474,253円
　　　　　　　（23.13%）
 【445,489円減／0.51%増】
被保険者数の減により収納額及
び調定額は減少傾向にあります
が、現時点での収納率は上昇傾
向にあります。

Ｂ⁺

活動（手段）に挙げた項目
のほか、他の保険給付費や
保健事業費の状況、国県補
助金・交付金の交付状況等
を総合的に勘案して適正に
事業を運営します。
なお、平成30年度以降、相
次ぐ自然災害や新型コロナ
ウィルス感染症の長期化、
今般の物価高騰等の社会情
勢を鑑み、被保険者の負担
増とならないよう国民健康
保険税の税率を据え置いて
います。そのため、歳入の
不足額は本来であれば税率
を変動させることで確保す
るところではありますが、
国民健康保険給付金支払準
備基金からの繰り入れを行
うことで財政運営していま
す。今後も基金の運用管
理、来年度以降の税率の検
討及び近隣市町村の動向等
をふまえ、令和11年度に予
定されている国民健康保険
税率県内統一を視野に入れ
た事業運営を行います。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　保健福祉課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

③高齢者、障が
い者支援

独居高齢者等が安心し
て暮らせるよう高齢者
福祉サービスを充実
し、その担い手である
民生児童委員等の訪問
時に安否確認を行う
他、夜間、早朝等の不
測の事態に備えるIot等
を活用したデジタル機
器等について調査、検
証し高齢者等の見守り
体制の強化を図りま
す。

①緊急通報システム事業の事
業効果の検証

②デジタル機器による高齢者
等見守りの導入調査、検討

①現在の事業委託先の他に、携
帯電話等のLTE回線を利用した
同様の緊急通報システムサービ
スを提供している事業者との委
託契約を締結し高齢者の見守り
体制の強化を行っています。
※緊急通報システム利用者
　R5年8月末　39人

②小型発信機等GPS機能による
見守りシステムの利活用につい
て、調査、検討を行っていま
す。

Ｂ⁻

①LTE回線を利用した緊
急通報システムのサービ
ス開始に関する周知、広
報を行い、必要とする方
への情報提供を行いま
す。
また、Iot機器を利用し
た高齢者等見守りサービ
スについて、導入を進め
ます。

②見守りシステムについ
て、関係各課との協議を
行い、導入に向け進めて
いきます。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　保健福祉課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

④健康センター
の指定管理

①施設の魅力度を向上
し入館者の増加を図り
ます。

②現指定管理期間の検
証を行い、次期指定管
理者の公募を行いま
す。

①老朽化設備の更新
　【あゆり温泉】空調機器設
備の更新
　【温水プール】ろ過機交換
工事、照明器具のLED化工事
　施設の魅力度向上
　【あゆり温泉】バレルサウ
ナの設置工事

②現指定管理期間の効果検証
　次期指定管理者の募集要項
の策定、公募

①設備の更新工事等を行ってい
ます。
【あゆり温泉】
・空調機器設備の更新
　R5年8月 工事完了
・バレルサウナの設置工事
　未着手
【温水プール】
・ろ過機交換工事
　R5年6月 工事完了
　※7月1日営業再開
・照明器具LED化工事
　R5年9月 工事入札執行
　R5年10月 工事着手予定

②指定管理の効果を検証しまし
た。
　R5年9月 検証作業完了

Ｂ⁺

①工事の実施
【あゆり温泉】
・バレルサウナ設置工事
　R6年3月完了見込
【温水プール】
・照明器具LED化工事
　R6年2月完了見込

②検証作業の内容をふま
え、次期指定管理期間に
おける運営体制を確保し
ます。
※12月議会にて関連議案
の上程を予定していま
す。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　保健福祉課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

⑤あゆり温泉擁
壁

擁壁の建築基準法適合
に向けた改修工事の方
針について関係機関と
の調整、協議を進めま
す。併せて、擁壁改修
までの間、専門職等に
よる点検を実施し利用
者の安全を守ります。

①改修工事の工法等の
検討

②関係機関との協議

③工事着手時期の決定

④定期点検、日常点検
の実施

①業務委託により擁壁の構造
計算を実施し改修工事の工法
等について検討

②白河地方広域市町村圏消防
本部と無線基地局の移設に向
けた協議
　その他、関係機関と工事着
手に向けた協議

③上記①、②より工事着手時
期を決定

④専門家による定期点検、指
定管理者による日常点検の実
施

①擁壁の構造計算業務
R5年6月 完了
工法の検討は擁壁改修基本設計
業務を発注し決定します。

②無線基地局の移設、他関係機
関との協議は擁壁改修基本設計
業務完了後に行います。

③擁壁改修基本設計業務により
工事着手予定時期を決定しま
す。基本設計業務はR6年1月完
了見込です。

④擁壁の点検を行っています。
【定期点検】
ふくしま市町村支援機構と委託
契約締結し年2回実施
R5年8月 1回目実施済み
【日常点検】
指定管理者により概ね10日置き
に点検実施

Ｂ⁺

①③擁壁改修基本設計業
務委託を発注します。
業務委託期間：R5年10月
～R6年1月

②白河地方広域市町村圏
消防本部と協議します。
R6年2月頃

③工事着手時期の決定
関係機関等と協議、調整
のうえ決定します。

④擁壁の点検を実施しま
す。
【定期点検】
R6年2月 2回目実施予定
【日常点検】
指定管理者により継続実
施します。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　農業振興課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

①遊水地整備

①平常時に住民の交流
や活動の場等として利
活用できる方法の検討

②建設発生土の活用方
法の検討

③関係自治体との連携

①地内利用の意向を把握しな
がら国や県、3町村等で議論
する検討会において、実現可
能な利活用方法を検討しま
す。

②建設発生土を活用した農業
振興事業の課題の整理、土地
利用の可能性や方向性を検討
します。

③定期的な遊水地整備予定3
町村との意見交換の実施、ま
た阿武隈川流域自治体と連携
し、遊水地整備をはじめとす
る治水対策への理解と関心を
深める取り組みの協議調整を
行います。

①検討会開催に向けた調整会議
を実施したほか、三城目地区遊
水地対策協議会で他の遊水地に
おける利活用の状況について視
察を行いました。

②土地利用の可能性などを調査
する委託を発注しました。

③3町村長による意見交換の実
施、阿武隈川流域自治体と流域
治水に関する協議を行いまし
た。

Ｂ⁺

①国や県、3町村、地域
で構成される検討会にお
いて、利活用の方法につ
いて検討します。

②調査の結果を踏まえ、
実現可能な土地利用につ
いて検討します。

③阿武隈川流域自治体と
流域治水の取り組みの協
議を深めていきます。

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　農業振興課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

②担い手の育成

①農業担い手及び新規
就農者の確保

②農業者への支援対策

③研修会等への参加周
知

④農業団体等との連携
による農産物の販路拡
大、ブランド化

①地域連携推進員やJA、福島県
と連携し、農業担い手の把握や
掘り起し、人・農地プランの策
定から地域計画へ移行による地
域での話し合いを実施し、目指
すべき将来の農地利用の姿を明
確化します。

②地域計画策定による地域農業
の課題解決のため、経営規模拡
大による集落営農の組織化や法
人化への支援、町補助金のPRを
します。

③各種農業研修会について、認
定農業者や新規就農者へ周知や
SNS等による外部発信します。

④町内の農業団体や三鷹市等と
連携し、町内産農産物の販売拡
大のため、各種イベントへの出
店や直売サイト、物産館等への
出品を検討します。
東京農業大学との連携によるカ
ブトエビによるお米のブランド
化を目指します。

①地域連携推進員やJA、福島県
と連携し、新規就農者の掘り起
こしを行いました。また、人・
農地プランの策定から地域計画
への移行による地域での話し合
いを実施するため、地図の作成
業務委託を行いました。

②町補助金について認定農業者
や水田所有者に周知しました。

③県等の研修会を認定農業者や
新規就農者への周知やSNS等に
よる外部発信しました。

④販路拡大のため三鷹市コミュ
ニティセンター等に出店し、町
内農産物のPRを行いました。

Ｂ⁺

①地域計画策定に向けて
地域での話し合い等を行
います。

②集落営農組織・農業法
人設立の意向を農家から
聞き取りし、掘り起こし
を行います。

③認定農業者研修会の開
催を検討します。また、
引き続き県研修会等の情
報発信を行います。

④10月以降のイベント等
に出店します。カブトエ
ビ米のブランド化に向け
て検討します。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　農業振興課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

③スマート農業

①先進地の情報収集と
情報提供

②先進地視察

③担い手への意向確認

④電子申請の普及拡大

①4月～5月：農業の課題解決
に寄与するスマート農業や農
作業の省力化等を導入する先
進地調査及び農業経営規模に
応じた活用方法の検討、担い
手調査を行います。

②7月～8月：スマート農業等
の先進地視察を実施します。

③9月～12月：スマート農業
の活用意向確認、補助事業等
の活用について検討します。

④国への経営所得安定対策等
の交付金申請のオンライン申
請の普及拡大について検討し
ます。

①情報収集のため、スマート農
業に関する研修へ参加しまし
た。

②農業におけるIOT技術の活用
方法やそのための有効な補助制
度について、他市町村の事例を
収集し検討を行っています。

③スマート農業に関する活用に
ついて情報収集を行っていま
す。

④経営所得安定対策等のオンラ
イン申請について周知しまし
た。

Ｂ⁺

①県や農機具メーカー等
の各種研修等に参加し、
情報収集を行います。

②調査の結果を踏まえ、
実現可能な制度利用につ
いて検討します。

③優良事例を調査し、普
及に向けて取り組みま
す。

④オンライン申請普及に
ついて取り組みます。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　農業振興課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

④農業振興計画
の策定

①関係機関との調整

②計画案の作成

①4月～12月：庁内協議・調
整（都市計画等）、県との1
筆協議、国との遊水地予定地
内の農用地の取り扱いについ
て協議します。

②各種協議調整後：計画案の
決定、公告縦覧、異議申し立
て、福島県への本申請を目指
します。

①遊水地予定地内の農用地の取
り扱いについて国・県と協議し
ています。

②計画案の決定、公告縦覧、異
議申し立て、福島県への本申請
を目指し調整しています。

Ｂ⁺
①引き続き農業振興計画
策定に向けて協議を行い
ます。

②協議・調整後に本申請
に向けて取り組みます。

⑤舘沢・大町地
区ほ場整備事業

①農地中間管理機構に
よる中間管理権設定

②事業計画のヒアリン
グ

③土地改良法手続き、
事業採択申請

①4月～9月：地権者説明会、
農地所有者と農地中間管理機
構による農地中間管理権の設
定を目指します。

②7月～8月：国による事業審
査受験を目指します。

③10月～3月：土地改良法に
よる法手続き、事業採択の申
請を行います。

①7月に地権者への事業説明会
を実施し、9月に一部を除き中
間管理権の設定を行いました。

②事業採択申請の前段として7
月に県及び県南農林事務所の事
業計画に関するヒアリングを実
施しました。

Ｂ⁺

①11月に全ての地権者の
中間管理権設定を完了し
ます。

②11月に国への事業採択
申請を実施します。

③事業採択申請後に土地
改良法による法手続きを
実施します。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　商工観光課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

①企業誘致

①新規企業の誘致並び
に既存企業の事業拡大
への支援

②雇用拡大による町民
生活の安定と向上、町
への定住・移住者増加

①既存企業訪問（進出企業の
場合、本社も含む）による情
報共有

②県企業立地課、東京事務
所、大阪事務所等関係機関と
の情報共有（在京・在阪企業
等の紹介・訪問）

①5月から8月にかけ、本社が町
外に所在する町内事業所27社を
訪問し、近況や課題等を聴取し
ました。
また、トップセールスについて
は、8月に東京都内の2社を訪問
するとともに、同月31日には福
島県主催の企業立地セミナーに
も参加し、本町のPRを実施しま
した。

②4月に福島県企業立地課及び
関係機関を訪問し、今後の取り
組みや県との更なる連携強化を
確認しました。

Ｂ⁺

①後期も首都圏及び大阪
圏に所在する企業への
トップセールスを実施し
ます。

②今後も進出用地の紹介
等を県企業立地課や東京
事務所等と連携しながら
行います。
また、工業団地造成の可
能性調査を引き続き実施
します。

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　商工観光課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

②地域経済の活
性化

①ウィズコロナ、アフ
ターコロナ時代に対応
した経済支援策の検討

②空き店舗等を活用し
た新規事業者や創業者
への支援策の検討

①矢吹町商工会や町内金融機
関と連携した経済支援制度の
検討と意見交換

②創業者への支援制度の構築

①既存の町内小規模事業者向け
融資制度利子補給補助金交付要
綱の失効期限を削除し、来年度
以降も補助出来るよう改正を行
いました。

②創業するにあたり、より多く
の支援制度を活用出来るよう
「特定創業支援を受けた創業
者」になるため、各種セミナー
受講の機会を拡大する取り組み
を行いました。

Ｂ⁺

①新規の支援策について
は、矢吹町中小企業・小
規模企業振興会議の中で
協議し、検討を行いま
す。

②現在町独自の創業者へ
の支援制度としては空き
店舗を活用した家賃補助
制度のみのため、他の自
治体の支援策などを参考
に新たな支援策の検討を
行います。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　商工観光課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

③移住促進

①県内外からの移住人
口増加施策の検討

②空き家バンクを活用
した移住・定住施策の
拡充

③地域ブランド化を推
進する助成制度の検討

①観光を軸とした関係・交流
人口増加の検討と県内外のイ
ベント出展による移住ニーズ
の調査

②空き家バンクの登録物件の
充実とPR

③商品開発に係る事業者の
ニーズ調査と助成制度の構築

①県と連携したコードF、ウル
トラマンARスタンプラリーに参
加し、交流人口の増加を図った
ほか、都内で開催された移住イ
ベントに参加し、移住希望者の
ニーズ調査を行いました。

②広報やぶきやホームページを
利用した積極的なPRを行い、登
録物件の充実を図りました。
（登録2件、うち成約1件）

③商品開発に係るニーズ調査の
対象事業者の検討を行いまし
た。

Ｂ⁺

①10月に開催される福島
県内の市町村を対象とし
た移住イベントに参加
し、移住希望者へのニー
ズ調査のほか、地域おこ
し協力隊や町内企業の紹
介、移住支援策の説明な
ど、幅広いプロモーショ
ンを行います。

②PR活動を強化するとと
もに、地域の空き家情報
を収集し、登録物件の充
実を図ります。

③商品開発に係るニーズ
調査と助成金制度の検討
を行います。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　商工観光課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

④ふるさと納税
の充実

①地場産品を活かした
返礼品の充実

②ポータルサイトごと
の特性を活かした戦略
的PRの実施

③ガバメント・クラウ
ドファンディング
（GCF）の活用

④企業版ふるさと納税
の拡充

①地域ブランド化事業と連携
した新商品の返礼品登録と既
存返礼品の見直し

②サイト内広告やデジタル広
告等への掲載

③各課と連携したGCFの実施
と目標達成に向けたPR等の支
援

④企業版ふるさと納税のPR、
企業訪問の実施

①地元酒蔵の地酒を含む8件の
返礼品を新規登録しました。

②JR各駅での広告等に特化した
ポータルサイトを追加し、6月
には東京駅構内でのデジタルサ
イネージ、7月には横浜駅構内
での返礼品のプロモーションイ
ベントを行いました。

③各課と連携するためGCF制度
の説明を行い、実施に向けた検
討を行いました。

④5月から8月にかけ、本社が町
外に所在する町内事業所27社を
訪問し、PRを実施しました。

Ｂ⁺

①下半期では、PayPay商
品券や敷地の草刈りなど
のサービス提供型返礼品
等、モノ以外の新規登録
を進め、寄附額増加に向
けて返礼品の拡充を図り
ます。

②既存ポータルサイト内
に広告を掲載し、12月の
駆け込み需要に向けてPR
を強化します。

③各課と連携しGCFの活
用を進めます。

④今後も企業訪問を実施
し、折に触れPRを展開し
ます。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　商工観光課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

⑤中心市街地の
賑わい創出

①大正ロマンの館の利
用者増加策の検討

②やぶき観光案内所の
来訪者へのプロモー
ションと駅前の賑わい
創出

③中心市街地連携会議
主催のイベントの検討

①複合施設KOKOTTOとの差別
化を図った学習スペース等の
利用方法の検討とテナント部
分の営業スタイルのリニュー
アル

②町内事業者と共催する定期
的なイベントの開催と駅売店
における特産品の販売

③イベントを企画する多くの
団体が活用できる助成制度の
構築

①これまでの飲食店営業のほか
菓子製造業の許可を受け、ECサ
イトでの販売やテイクアウトに
対応することで、利用者の増加
とリピーターの確保を図りまし
た。

②観光案内所が主催の「ハッ
ピーサンデー」のイベントを5
回開催したほか、駅売店で取り
扱う町の特産品の充実を図りま
した。

③中心市街地連携会議を2回開
催し、合同イベントの企画を進
めました。また、イベント補助
金を創設しました。

Ｂ⁺

①中心市街地デジタル
マップを活用し、高校生
をターゲットにした学習
スペースの利用促進を図
ります。

②ハッピーサンデーが継
続して開催できるよう、
新しい企画の提案やPR活
動の支援を行い、イベン
トの拡充を図ります。ま
た、イベント補助金の活
用をPRし、新たなイベン
トの実施を支援します。

③中心市街地連携会議の
メンバーを増強し、会議
の活性化を図ります。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　都市整備課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

①道路網整備計
画

①住民ニーズの把握

②庁内協議（各課、庁議
調整会議等）

③都市計画審議会への審
議

④関連機関との協議

⑤各種計画道路における
実態の把握

⑥各種事業計画との連携

⑦計画素案の策定

⑧都市計画審議会等への
報告

※国道4号拡幅計画及び遊
水地利用計画の各事業に
おける進捗により、令和6
年度以降の計画策定とな
る可能性あり。

①住民アンケート結果の分析及
び住民ニーズの把握

②各課所管事業計画の抽出、並
びに調整

③課題及び計画見直し方針を都
市計画審議会にて審議

④各種計画道路における国・県
との協議

⑤交通量及び利用形態の分析・
検討

⑥国道4号拡幅計画及び遊水地利
用計画を踏まえた道路網の検討

⑦子育て世帯を含めた町民等へ
の実用性や将来性を考慮した計
画素案の策定

⑧都市計画審議会や議会等への
報告

①住民アンケート結果の分析を実
施し、住民ニーズの把握を行いま
した。

②各課所管事業計画との調整を行
いました。

⑤町内企業への聴き取りを実施
し、各種道路における利用形態の
調査を行いました。 Ｂ⁺

②引き続き、各課所管事業
計画との調整を行います。

③必要に応じ、都市計画審
議会を開催し、事業進捗等
の報告を行います。

④主要幹線道路（県道等）
に係る協議を行います。

⑤引き続き、各種道路にお
ける利用形態の分析を行い
ます。

⑥、⑦国道4号拡幅計画及び
遊水地利用計画を踏まえた
検討を行うとともに、子育
て世帯を含めた町民等への
実用性や将来性を検討をす
るなど、素案の策定に向け
た調査を行います。

⑧必要に応じ、事業進捗及
び見直しの方向性につい
て、都市計画審議会や議会
等への説明・報告を行いま
す。

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　都市整備課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

②国道4号4車線
化

【全体】
①都市計画審議会による都
市計画決定に向けた協議・
検討

②要望活動の実施

③国・県等、関連機関との
協議

④沿線住民及び関連企業の
サポート

⑤議会への説明及び住民等
への周知

【矢吹・泉崎地区事故対策
事業】
⑥用地取得に関連した国と
の協議

⑦スムーズな拡幅整備に向
けた国との連携

【矢吹鏡石道路推進事業】
⑧矢吹町国道4号矢吹鏡石
道路事業推進協議会の開催

⑨事業調整会議の開催
（国）

⑩矢吹町地区懇談会の開催
（国）

①矢吹町都市計画審議会等への説
明、報告

②東北地方整備局等、国機関への
要望活動実施

③接道や水路、都市計画道路に関
連した、国や県、関連機関との協
議

④町民（特に沿線住民）や各種企
業等関係者との連携及びサポート

⑤議会等への説明、並びに町ホー
ムページや広報やぶきによる住民
等への周知

⑥⑦事業の円滑化、並びに効率化
を図るため、用地取得や拡幅整備
実施において、国との連携協議

⑧矢吹町国道4号矢吹鏡石道路事業
推進協議会を開催し、事業進捗等
の情報共有

⑨国・県・町の3者による事業進捗
に合わせた意見交換及び協議

⑩矢吹町地区懇談会での提案及び
提言

①第82回矢吹町都市計画審議会を開催
し、事業経過等、進捗状況について報
告を行いました。

②国土交通省への中央要望を実施しま
した。

③取付道路等について、国・県との協
議を行いました。

④町民や各種企業等関係者との連携を
図り、意見や要望を国へ繋ぐなど、住
民サポートを行いました。

⑤事業に関する広報等周知、並びに、
国が実施する調査等の周知を行いまし
た。

⑥、⑦事業の円滑化に向けて、随時、
国との協議を行いました。

⑧第2回国道4号矢吹鏡石道路事業推進
協議会を開催し、事業経過等、進捗状
況の報告を行い、連携、共有を図りま
した。

⑨国・県・町の3者による事業調整会
議を随時開催し、道路計画に関する協
議を行いました。

Ｂ⁺

①引き続き、必要に応じ都市計
画審議会を開催し、事業進捗に
応じた説明を行います。

③引き続き、接道や水路、都市
計画道路に関連した、国や県、
関連機関との協議を行います。

④引き続き、町民や各種企業等
関係者との連携及びサポートを
行います。

⑤引き続き、事業進捗に合わせ
た議会等への説明、及び広報等
を活用した住民等への周知を図
ります。

⑥、⑦用地取得や事業実施の円
滑化に向け、引き続き、国との
連携協議を図っていきます。

⑧引き続き、必要に応じ推進協
議会を開催し、情報共有を図る
とともに、連携しながら事業推
進に努めます。

⑨必要に応じ開催される事業調
整会議へ出席し、引き続き国・
県・町の3者による意見交換及び
協議を行います。

⑩事業進捗に合わせ、地区懇談
会を開催し、事業推進へ向けた
提案及び提言を行います。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　都市整備課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

③大池公園の整
備計画見直し

①住民ニーズの把握

②整備等スケジュール及
び課題等の洗い出し

③関係各課との協議・調
整

④都市計画審議会への審
議

⑤先進事例の調査

⑥各関係団体等による懇
談会等の開催

⑦見直しに向けた公園内
の現地踏査

⑧ワークショップ開催

⑨計画素案の作成

⑩都市計画審議会への審
議

⑪見直し計画の決定及び
報告

①住民アンケート結果の分析

②現計画における未実施整備の
洗い出し及び現状の利用実態の
把握・検討

③計画見直しに向けた関係各課
との協議及び事業等の調整

④課題及び計画見直し方針を都
市計画審議会にて審議

⑤キャンプ場利用実態を含めた
先進事例の調査

⑥計画見直しに向けた各関係団
体等からの意見抽出

⑦現地踏査による敷地の特性把
握及び園内施設の見直しの課題
抽出

⑧ワークショップの開催、課題
の抽出及び将来像の検討

⑨見直し計画素案の作成

⑩計画素案の都市計画審議会で
の審議

⑪大池公園整備計画改訂の決
定、並びに、議会への報告

①住民アンケート結果の分析を実
施し、住民ニーズの把握を行いま
した。

③計画の見直しに向けた関係各課
との協議及び事業等の調整を行い
ました。（会議2回）

Ｂ⁻

②現計画における未実施整
備の洗い出し及び現状の利
用実態の把握・検討を行い
ます。

③引き続き、関係各課との
協議及び事業等の調整を行
います。

⑤キャンプ場利用実態を含
めた先進事例の調査を行い
ます。

⑥観光資源としての魅力創
出へ向け、各関係団体等か
らの意見抽出を行います。

⑦公園敷地における特性把
握及び園内施設の見直しに
おける課題抽出を行いま
す。

⑪事業進捗及び計画見直し
の方向性、スケジュール等
について、議会への報告を
行います。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　都市整備課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

④住宅使用料等
の収納率向上

①弁護士による債権管
理業務の一部導入
5月　委託内容の調整
(調査件数、回収不能案
件の報告方法等)
6月  契約の締結
6月～  弁護士による催
告や滞納者の調査の実
施
3月　回収不能案件の報
告

②滞納者への計画的な
債権管理

③不能欠損処理の実施

④前期を上回る収納率
現年度収納率90％
（前期実績収納率88.1％）

過年度収納率8％
（前期実績収納率6.7％）

①委託先である弁護士と委託
内容の調整を図り、早期の実
現を目指します

②督促、保証人への連絡、分
納誓約書に基づく納入相談等
により、計画的な債権管理を
行います

③債権管理業務委託により、
回収不能と報告のあった債権
について、3月議会に上程
し、不能欠損処理を行います

④弁護士への債権管理業務委
託や職員による計画的な債権
管理により、収納率の向上を
図ります

①債権管理業務委託について、
契約のための協議調整を行いま
した。

②毎月、督促状の送付を行いま
した。

④収納率【8月末現在】
　現年度収納率　85.9％
　過年度収納率　 2.2％

Ｂ⁻

①委託内容の精査をし、
速やかに契約し、実態調
査業務を行います。

②分納誓約の徴取等を行
い、積極的な折衝を試み
ます。

③債権管理業務契約によ
り、収納率の向上を目指
します。

④債権管理業務委託及び
職員による納入相談等に
より収納率の向上を図り
ます。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　上下水道課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

①債権管理

①利便性の向上及び収
納効率化に係るサービ
ス導入の検討

②滞納者への早期対応
と収納促進対策

③回収困難債権につい
て弁護士事務所に調査
業務委託

④回収不能債権につい
て適正な事務処理

①口座振替、コンビニ納付、
スマートフォン決済アプリに
よる納付、Weｂ口座振替受付
サービス開始について周知及
び啓発

②督促、臨戸訪問、分納誓約
や納入相談等により収納促進
及び応じない滞納者に対する
給水停止措置

③令和5年度調査委託件数は
100件を予定

④調査の結果、回収不能債権
について、弁護士事務所作成
の意見書・報告書をもとに適
正な事務処理

①開栓届出時に納付方法を周知
しました。町ホームページにて
スマートフォン決済アプリによ
る納付やWeb口座振替受付サー
ビスについて周知しています。
（R5上半期アプリ納付件数249
件、R5上半期Web口座振替申込
み件数17件）

②督促状送付、徴収員による臨
戸訪問、分納誓約や納入相談、
給水停止措置に取り組みまし
た。

③弁護士事務所と委託契約を締
結しました。（8月、委託調査
件数100件）

Ｂ⁺

①受付窓口や町ホーム
ページにて納付方法を周
知します。（随時）

②督促状送付、徴収員に
よる臨戸訪問、分納誓約
や納入相談、給水停止措
置に取り組みます。（随
時）

③催告書の送付、各種調
査（所在地、破産の有
無、相続関係）、報告書
及び意見書作成に取り組
みます。（10月～12月）

④議会定例会に債権放棄
の議案を上程し、不納欠
損処理を行います。（3
月）

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　上下水道課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

②水道、公共下
水、集落排水事
業の中長期的な
見直し

①計画的な施設更新

②料金体系の変更につ
いて審議会での検討開
始

③広域連携の検討

①長寿命化計画に基づき、計
画的に施設（機器類及び管路
等）の更新

②一部農業集落排水区域の公
共下水道編入に伴う下水道料
金体系への変更について、上
下水道事業経営審議会にて検
討

③水道については、県策定の
「福島県水道広域化推進プラ
ン」を踏まえ広域連携に係る
具体的検討及び意見交換の実
施（圏域別開催）
 下水道については、県策定
の「汚水処理事業の広域化・
共同化計画」を踏まえ農業集
落排水区域から公共下水道へ
の再編検討

①下水道については、マンホー
ルポンプ2か所及び制御盤3か所
の更新工事の修正設計を行いま
した。
農業集落排水については、寺内
処理場の実施設計業務委託を発
注しました。
　
②大和久地区農業集落排水区域
において、公共下水道編入につ
いての役員説明会及び住民説明
会を開催しました。（9月）

③「水道事業の基盤強化・広域
連携に関する検討会」に出席し
圏域自治体と意見交換を行いま
した。（5月）
下水道については、大和久地区
農業集落排水区域を公共下水道
へ編入するための管渠接続工事
の修正設計を行いました。

Ｂ⁺

①水道については、西部
第一水源の計装設備更新
工事を発注します。（10
月）
下水道については、マン
ホールポンプ2か所及び
制御盤3か所の更新工事
を発注します。（10月）

②上下水道事業経営審議
会を開催します。（10
月）

③継続して「水道事業の
基盤強化・広域連携に関
する検討会」に出席しま
す。
下水道については、大和
久地区農業集落排水区域
を公共下水道へ編入する
ための管渠接続工事を発
注します。（10月）

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　上下水道課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

③下水道会計の
収支状況の分析

①適正な会計処理

②適正な財産管理

③財務諸表による収支
状況の分析

①定期的に税理士法人による
経理審査及び監査委員による
例月出納検査を実施

②下水道事業の資産、資本及
び負債の精査

③財務諸表による経営成績や
損益の適正な把握・評価及び
類似団体との比較

①税理士法人による経理審査を
実施しました。（4月、7月）
監査委員による例月出納検査及
び決算審査を実施しました。
（4月、7月、8月）

②会計システム業者と連携し会
計処理の精査及び確認を行いま
した。（随時）

Ｂ⁺

①税理士法人による経理
審査を実施します。（10
月、1月）
監査委員による例月出納
検査及び定期監査を実施
します。（10月、1月）

②会計システム業者と連
携し会計処理の精査及び
確認を行います。（随
時）

③R4年度決算の経営成績
について分析や類似団体
との比較を行います。

④水道料金賦課
徴収業務委託の
見直し検討

①現況把握及び課題の
精査

②他自治体の取り組み
状況の調査及び情報収
集

③今後の業務委託内容
の検討

①現業務の評価、課題の精
査、改善項目の検討

②主に県内自治体の状況調
査、情報収集及び意見聴取の
実施

③業務拡充を含め、業務委託
内容及び範囲の検討

①現在の委託業務について課題
の精査、改善項目の検討を行い
ました。

②他自治体の委託業務先進事例
について、請負業者からヒアリ
ングを行い情報収集に努めまし
た。（6月）

Ｂ⁻

②他自治体の委託状況調
査及び情報収集を行いま
す。

③業務委託内容、範囲及
び改善項目の整理を行い
ます。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　上下水道課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

⑤国の大規模事
業に係る下水道
等の整備・検討

①整備の検討

②方針決定

③県や国への要望

①関係機関と協議を重ね、将
来性や、地域の実状を踏まえ
た整備の検討

②検討を踏まえ、方針決定

③インフラ整備について必要
に応じ、県や国へ要望活動

①～②国の阿武隈川緊急治水対
策プロジェクト遊水地群整備に
伴う三城目地区農業集落排水処
理区の県中流域下水道への接続
について、県や鏡石町と協議検
討を進めてきました。

③県中流域下水道事業の構成自
治体である郡山市・須賀川市・
本宮市に対して、事業着手の合
意形成等について要望活動を実
施しました。

Ｂ⁺

①～②三城目地区農業集
落排水処理区の県中流域
下水道への接続につい
て、継続して県や鏡石町
と協議検討を進めます。

③関連自治体や県、国へ
の要望活動等を踏まえ、
協議を行います。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難

43

43



令和５年度　議会事務局　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

①議会の円滑な
運営及び検討

令和4年度に町政全般に
関する一般質問の趣
旨、目的及び課題等を
明確にした通告書を導
入しましたが、当該通
告書の導入により、町
民に分かりやすい政策
論議等ができている
か、また、質問と答弁
が嚙み合っているか等
を検証し、円滑な議会
運営を推進します。

①5月～6月　一般質問通告書
の記入方法等の周知徹底

②6月～1月　一般質問におけ
る課題等の整理（執行部への
調査等）

③1月～2月　上記②への対応
策検討と全協での議員協議

④3月　上記③における対応
策の実施

①一般質問通告書の様式を変更
し、質問の趣旨や背景をより具
体的な質問通告とすることが出
来たため、執行部答弁におい
て、より明確化が進みました。

②「音声認識システム（自動文
字起こし）」を試行的に導入
し、会議録作成事務の軽減が図
られるよう努めました。

Ａ

①一般質問は、町村の行
財政全般にわたり、執行
機関に問題点を質し、所
信の表明を求めるもので
あります。一般質問の通
告において、数値は当該
通告書に記載することに
なっているが、結果的に
当該数値を確認するだけ
で質問になっていないも
のがあったため、通告書
における数値の記載及び
その範囲等を協議しま
す。

②音声認識システム（自
動文字起こし）の環境整
備により会議録作成作業
の事務軽減に取り組みま
す。

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　議会事務局　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

②タブレットの
利活用

会議等におけるペー
パーレス化による資源
消費・経費の削減を図
り、またクラウド化に
よる情報共有化・情報
発信を促進し、開かれ
た議会、スムーズな議
会運営に取り組みま
す。

①4月～　「矢吹町議会にお
ける情報通信機器に関する運
用要綱」及び「タブレット使
用に関するルール等につい
て」に基づき運用

②5月　議員への執行部通知
等をGメールにより運用開始

③5月　タブレット及びペー
パーレス議会システム「モア
ノート」の操作研修【管理監
督職対象】

④5月～　ペーパーレス化促
進と新たな取り組みの運用検
討

随時：研修会（議員及び職
員）

①4月12日開催の課長連絡会議
において、議員への通知等をG
メールにより行うことを周知
し、5月より運用を開始しまし
た。

②5月18日に管理監督職を対象
としたモアノート操作研修会を
実施しました。

③6月、9月の定例会と各委員会
において、「モアノート」によ
るペーパーレス化を図りまし
た。

④議会日程の他、公務や行事等
をモアノートへ入力することで
スケジュール管理を行いまし
た。

Ａ
①行政サービスにおける
ICT利活用を推進するた
め、タブレットの全庁的
な利活用について、企
画・デジタル推進課と協
議します。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　教育振興課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

①ICT教育の推
進

　学習活動において、
必要に応じて情報手段
を適切に用いて情報を
得たり、情報を整理・
比較したり、得られた
情報を分かりやすく発
信・伝達したり、必要
に応じて保存・共有し
たりといったことがで
きる力を育成します。
　また、情報手段の基
本的な操作の習得やプ
ログラミング的思考、
情報モラル、情報セ
キュリティ、統計等に
関する資質、能力を育
みます。

⑴ ICT支援員を活用したタブ
レット更新作業の実施

⑵ 電子黒板の導入及び教職
員への説明会
（オンライン授業の活用）

⑶ 授業支援アプリ（ロイロ
ノート）、AIドリルアプリ
（すららドリル）の活用推進
と効果検証

⑷ 各校の取組状況の調査、
課題整理

⑸ リーディングDXスクール
事業指定校への支援　3校
（善郷小、三神小、矢吹中）

⑴ ICT支援員を2名から4名への
増員を図り、タブレットの更新
作業を4月中に完了。

⑵ 電子黒板を6月に15台導入し
各小学校ごとに教職員への説明
会を実施。

⑶ 教職員向けのアプリ活用研
修を行うとともに、通常の授業
及び家庭学習などにおける活用
を推進。

⑷ 町内小学校を対象に、プロ
グラミング教室を実施し、児童
のプログラミング力の向上、関
心を身につける取り組みを実
施。

⑸リーディングDXスクール事業
指定校（善郷小、三神小、矢吹
中）ごとに、事業計画書に沿っ
たICT力向上のため各種研修等
を支援。

Ｂ⁺

・今年度、電子黒板を44
台追加導入し、小中学校
の全教室への配置を完了
予定。

・ICT支援員を活用した
授業準備や補助、地域活
性化企業人を活用したプ
ログラミング教育の授業
を引き続き実施。

・教職員研修等の報告を
受け、課題解決、環境整
備の充実に取り組みま
す。

・AIドリルの成果を検証
し今後の活用方法を検
討。

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　教育振興課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

②子どもたちの
学力向上

　町内の幼稚園、保育
園、認定子ども園、小
学校、中学校、高校に
おける「健やかな育
ち」、「学力の向上」
に関わる事業について
推進し、各園、小・
中・高等学校の連携の
強化により、指導の充
実、改善を図り、家庭
学習の充実化と習慣
化、主体的・対話的で
深い学びの授業の実践
により、児童・生徒一
人一人の「個別最適な
学び」の実現を目指し
ます。
　また、今年度より新
たに、各小学校の児童
を対象に、各学校の教
室において、放課後学
習教室を開設し、学習
支援に取り組みます。

⑴ 学力調査による課題の明確化と
客観的な検証及び確実なフォロー
アップの実施
・全国学力・学習状況調査（4月）
　小6（国語・算数）
　中3（国語・数学・英語）
・ふくしま学力調査（5月）
　小4～小6（国語・算数）
　中1～中2（国語・数学）
・標準学力調査（1月）
　小1～小6（国語・算数）
　中1～中2（5教科）

⑵ 各園、小・中・高等学校の連携
の強化
・つなぐ教育推進支援会議（4月、
2月）
・育ちをつなぐ推進部会（5月、1
月）
・学力向上推進部会（5月、1月）
・授業交流会（9月矢吹小、12月光
南高校）

⑶ 4小学校の交流及び習熟度別学
習
・小学6年生夏季講習会、英語交流
会（7月）

⑷ 放課後学習教室の開設
・希望者の募集及び学校との協議
・内容は算数科を中心に、参加児
童の担当等との打合せにより決定

⑴ 4月実施の全国学力・学習状
況調査の結果から見えてきた課
題の分析を行い、8月に定例校
長・園長会で今後の授業改善の
方向性について確認。

⑵ つなぐ教育推進会議を開催
し、子ども達の健やかな育ち、
学力向上を図る指導方法の充
実・改善策を確認し、また、育
ちをつなぐ推進部会において4
つの提言の取り組みを確認。
5月に、学力向上推進部会を開
催し、学力向上グランドデザイ
ンをもとに実施内容を協議。
9月に、矢吹小の1年生、5年生
の授業交流会を実施。

⑶ 7月24日・25日の2日間、小
学6年生夏期講習会を実施し、
146名が参加。国語、算数に加
えてイングリッシュスポーツ
キャンプを実施。

⑷ 6月下旬より4小学校に放課
後学習教室を開設。各校週2回
程度（善郷小は3回）算数科の
復習を中心に実施。

Ｂ⁺

・日々の授業の積み重ね
を重視し、全員が主体的
に学習に取り組み、学び
合う授業改善を図り「確
かな学力」の育成を目指
します。

・1月の学力向上推進部
会では、各校の実践、成
果、課題について報告を
行います。

・ふくしま学力調査の9
月末の結果により、各校
の国語、算数・数学の課
題について分析を行い、
児童生徒の「学力の向
上」に活かします。

・全国学力・学習状況調
査・ふくしま学力調査の
結果の課題解決を行い、
標準学力調査を1月に実
施します。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　教育振興課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

③教育施設等の
修繕、整備

　幼稚園、小中学校、
社会教育及び社会体育
施設について、長寿命
化計画に伴う老朽化へ
の対応や整備等を推進
し、児童・生徒・施設
利用者の安全で安心な
環境整備に速やかに取
り組みます。

　各施設管理者と日程等の確認
を行いながら、計画的に工事を
実施します。

⑴ 繰越事業
・中畑小学校体育館屋根塗装工
事

⑵ PTAからの要望箇所の実施
（最優先）
・4幼稚園トイレ洋式化工事
・善郷小 廊下、階段床修繕工
事
・中畑小、矢吹小網戸設置工事
・中畑小学校PC床張替工事
・善郷小ブランコ設置工事

⑶ 老朽化等への対応
・文化センターエアコン設置工
事
・矢吹中給食棟レール交換工事
・矢吹中体育館照明改修工事設
計委託
・矢吹中体育館LED化工事
・矢吹中法面補修工事
・矢吹中トラハイ側道舗装工事

⑴ 繰越事業
・中畑小学校体育館屋根塗装工事
に着手。
⑵ PTAからの要望箇所の実施
【8月完了工事】
・4幼稚園トイレ洋式化工事
・善郷小廊下階段床修繕工事
・中畑小、矢吹小の網戸設置工事
・中畑小学校PC床張替工事
【9月完了工事】
・善郷小ブランコ設置工事
⑶ 老朽化等への対応
【4月】
・善郷小の大プールの漏水と循環
浄化装置の不具合が判明し、調査
を開始。
【7月】
・矢吹中体育館照明改修工事設計
委託を完了し、矢吹中体育館LED化
工事に着手。
【8月】
・文化センターエアコン設置工事
完了。
・矢吹中トラハイ側道舗装工事完
了。
【9月】
・矢吹中法面補修工事着手。
・善郷小の大プール漏水箇所の
コーキングが完了。循環浄化装置
の機器オーバーホールを今後実施
予定。

Ｂ⁺

・10月 中畑小学校体育館屋
根塗装工事完了。

・2月末に矢吹中体育館LED
化工事完了。

・三神公民館改修に係る設
計業務委託に着手。

・PTAからの要望箇所につい
て、対応可能な箇所の修
繕・工事等を適宜、実施。

・10月より、善郷小大プー
ルで水泳授業ができなかっ
た3学年～6学年の児童を矢
吹町温水プールへバスで送
迎し、水泳授業の対応に係
る支援を実施。

・善郷小プールの循環浄化
装置の機器オーバーホール
を実施し、来年度に向け状
況の再確認を実施。

・引き続き、各施設管理者
と日程等の確認を行いなが
ら、計画的な工事を実施。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　生涯学習課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

①複合施設コ
コットと周辺の
賑わいづくり

①現状について調査、
把握

②基本構想、事業計画
検討、策定

③手法検討

④実証事業の検討、実
施

①ココット利用者及びスポー
ツ関係団体等との意見交換

②各施設管理者との意見交換

③関係団体との意見交換

④実証事業（プレイベントの
検討、実施）

①②③関係団体との意見交換会
を開催し、本町におけるスポー
ツの現状把握を行いました。

①②③庁内関係者による検討会
を開催し、スポーツ団体等から
の聞き取り内容をもとに、基本
構想、事業計画の検討を行いま
した。

④実証事業の開催に向け関係機
関との調整、準備を行うことが
できました。

Ｂ⁺

①②③実証事業（プレイ
ベント）の結果を踏まえ
関係団体との意見交換を
開催（複合施設運営会
議）

②④基本構想、事業計画
を策定し、複合施設コ
コットと周辺の賑わいづ
くり創出を目指します。
（複合施設管理運営方
針・複合施設管理運営計
画）

②歴史民俗資料
館

①歴史民俗資料等の整
理作業

②文化財関係団体との
資料館整備に向けた協
議

①学芸員及びボランティアの
確保

②関係団体との意見交換

③既存施設の利用の検討

①学芸員を採用し、歴史民俗資
料収蔵庫内に関する資料の分類
や目録作成等の整理・保管・収
容・管理を行いました。

②③文化財保護審議会へ令和4
年度に行った歴史民俗資料収蔵
庫資料調査及びコンサルタント
業務委託の調査内容の報告を行
い、意見交換及び既存施設の利
用について検討しました。

Ｂ⁺

①学芸員より、今後にお
ける収蔵庫内の整理・保
管・収容・管理のアドバ
イスを受け、具体的には
収蔵庫内の環境改善を図
り利活用も検討します。

②③今後も、関係団体と
の意見交換及び既存施設
の利用の検討を行いま
す。

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　生涯学習課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

③部活動の地域
移行

①中学校の部活動の現
状把握

②部活動指導員の現状
把握

③地域の文化・スポー
ツ関係者からの聞き取
り

①中学校の現状、要望の聞き
取り

②スポーツ少年団の指導者、
スポーツクラブ、スポーツ協
会、文化協会、各文化団体よ
り地域クラブ活動への移行に
関する意見収集

③地域移行に向けた周辺市町
村等との連携についての意見
交換及び環境整備

①検討委員会を開催し、中学校
の部活動及び指導員の現状につ
いて聞き取りし、現状を把握し
ました。

②検討委員会で、より部活動の
地域移行を進めていくため、今
後推進協議会を設置することで
合意しました。

③福島県主催の意見交換会に出
席し、先進地の事例を参考にし
ながら、各市町村の現状と課題
について協議しました。

Ｂ⁻

①②推進協議会を設置開
催し、委員と協議しなが
ら、部活動の地域移行に
ついて進めていきます。

③意見交換会や会議に参
加し、情報収集及び課題
解決に向けた事例を参考
にし、推進協議会に提示
していきます。

④三十三観音公
園内文化財の復
旧対策

①復旧工法の検討

②復旧工（落石等対策
工）の実施設計

①大学等のがけ地対策の専門
家への参考意見聴取

②地元関係者等へ周辺環境と
の調和を踏まえた復旧工法の
説明と理解

①文化財保護審議会に三十三観
音摩崖仏群詳細調査点検業務の
中間報告を行い、岩盤崩落に対
する主な対策工法及び今後のス
ケジュールを説明しました。

Ｂ⁻

①②国及び福島県、がけ
地対策の専門家との現地
調査を実施後、協議によ
り復旧工法の検討を行い
ます。その後、文化財保
護審議会や地元関係者等
と協議を行います。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　子育て支援課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

①幼稚園の適正
配置

令和4年度より協議を重
ねてきた基本方針を確
定し、基本方針に基づ
いた「（仮称）町立幼
稚園の適正規模・適正
配置計画」を令和5年度
中に策定します。

検討委員会での検討のほか、保
護者や若い世帯を対象としたア
ンケート、ワークショップ等を
実施して要望や不安を把握し、
子どもを中心に考えた今後の幼
稚園のあり方を決定します。
4月：定例教育委員会（基本方
針上程）
5月：検討委員会（基本方針議
決報告）
6月：子育て世帯対象のアン
ケート実施
7月：地区別説明会（基本方針
説明、不安、問題の把握）
8月～検討委員会、部会での協
議（計8回予定）
12月：（仮称）町立幼稚園の適
正規模・適正配置計画素案作成
1月：素案に関するパブリック
コメント、地区別説明会
3月：（仮称）町立幼稚園の適
正規模・適正配置計画の決定

検討委員会及び幼稚園専門部会
を開催し、幼稚園の適正規模・
適正配置に関する協議を進めま
した。
また、保護者や若い世帯を対象
としたアンケートと、基本方針
の地区別説明会を実施しまし
た。
4月：定例教育委員会（基本方
針上程）
6月：第1回全体会（基本方針議
決報告）
6月：子育て世帯対象のアン
ケート実施
7月：地区別説明会（基本方針
説明、不安、問題の把握）
7月：検討委員会による町立4幼
稚園の視察
7月：第1回幼稚園専門部会（幼
稚園数、再編時期）
8月：第2回幼稚園専門部会（幼
稚園数、再編時期、候補地選定
条件）

Ｂ⁺

（仮称）町立幼稚園の適
正規模・適正配置計画の
策定に向けて、検討委員
会及び幼稚園専門部会、
地区別説明会等を適切な
段階で開催します。

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難

51

51



令和５年度　子育て支援課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

②子育て施策の
充実

①出産後の子育てに関す
る出費をサポートするこ
とで、居住、出産を奨励
し、次代を担う児童の増
加を図り、子育てしやす
い町、子育て世帯に選ば
れる町を目指した、各種
子育て支援事業（矢吹っ
子応援事業等）の推進

②子育て世帯を支援する
事業の効果的な事業支
援、及び矢吹町公式LINE
アカウント等を活用し、
子育て世代へ広く情報を
発信

③「矢吹町子ども子育て
支援基金」について、
「地域福祉」の視点に立
ち、企業も含めた社会全
体・地域全体で持続的に
子どもたちの未来を応
援・支援できる事業の検
討、実施

④LINEの町アカウントを
活用した子育てや子ども
に関する相談受付

①②住民基本台帳の異動、及び
保健師からの出産予定数を把握
し、対象者へ出産祝品、祝金及
び出産子育て応援給付金の給付
を適切かつ迅速に行います。ま
た、ファミリーサポートセン
ター、子育て支援センター、
ホームスタート等について、特
に子育て支援が必要な世帯へ情
報が届くよう、健診等での声掛
けやホームページ、SNS等を活用
し周知徹底を図ります。

③経済的な支援のほか、子ども
の居場所づくりに取り組む団体
への助成や食育・住まい・養育
環境整備などに基金を活用して
いきます。また、子育て世帯が
求めるニーズの調査や安定的な
財源を確保するために基金の目
的を企業等に広報し、賛同を図
ります。

④AIチャットボットを活用した
子育てや子どもに関する相談窓
口を開設し、問合せ、不安、不
満、悩みを24時間受付し、対応
時間外に受付したものは翌日
（次の開庁日）に回答し、子育
て世帯の問題解消に努めていき
ます。

①②出産予定数を把握し、対象
者へ出産祝品、祝金及び出産子
育て応援給付金の給付を適切に
実施しました。
また、ファミリーサポートセン
ター、子育て支援センター、
ホームスタート等について、子
育て支援が必要な世帯へ情報が
届くよう、健診等での声掛けや
ホームページ、SNS等を活用し
ました。

③子どもの居場所づくりに取り
組む団体への助成に基金を活用
しました。
また、子ども子育て支援基金に
ついて、基金の制度を企業や個
人の方に周知できるように、チ
ラシを作成しました。

④令和5年4月から町の公式LINE
を活用し、子育て相談から子育
て支援制度についての情報を掲
載しました。

Ｂ⁺

①②引き続き対象者へ、
「矢吹っ子子育て応援ハ
ンドブック」の配布及び
LINE、ホームページや広
報誌等で周知を図りま
す。
また、令和5年10月から
始まった矢吹町子育て短
期支援事業（ショートス
テイ）についても周知を
図ります。

③子どもの居場所づくり
支援事業補助金及び子ど
も子育て支援基金につい
て広報等で周知し、支援
団体の増加を図ります。

④LINE等を活用し、子育
て支援事業等を周知及
び、子育て相談ではAI
チャットボットを活用で
きるようにシステム構築
を進めていきます。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　子育て支援課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

③待機児童解消
対策の継続

①待機児童を発生させ
ないために保育数受け
入れ枠の検証を行い、
既存の保育施設の保育
士の確保

②潜在的な保育者ニー
ズを幅広く把握するた
めの調査

③保育者ニーズに応じ
た柔軟な利用推進

④保育園等において、
延長保育や一時預か
り、障がい児支援など
の多様な保育が提供で
きる支援の検討

①②住民基本台帳上の年齢別
調べ、保健師からの出産予定
数の状況把握、子育て支援係
からの祝金交付状況確認等に
よりシミュレーションを作成
し、保育士確保に向けた、養
成学校への訪問、人材確保に
係る助成を引き続き実施しま
す。また、保育者が求める
ニーズについて調査・検討し
ます。

③④各種補助事業の活用を私
立園長会で検証して、拡充に
ついて検討します。また、小
規模保育園に対する指導監査
を実施し、適正な保育環境の
徹底を図ります。

①②
・保育利用率等の調査のため、
住民基本台帳上の年齢別調べを
行い、保育ニーズのシミュレー
ションを行いました。
・矢吹町版保育士募集チラシを
刷新し、町ホームページでの広
報及び県内の保育士養成学校を
訪問し、各種支援制度をPRしま
した。
③
・保育者（保育士）ニーズに応
じた柔軟な利用促進により、保
育者（保育士）2名を確保しま
した。
④
・民間保育園補助金の申請を受
け付けました。
・障がい児保育事業補助金の補
助額を拡充しました。

Ｂ⁺

・令和6年度利用申請受
付（10月2日から10月31
日まで）
・入園決定通知（令和6
年2月）
・小規模保育園2園に対
し指導監査を11月頃に実
施予定

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　子育て支援課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

④子ども・子育
て支援事業計画

子ども・子育て支援
法、及び次世代育成支
援対策推進法に基づく
計画を一体とする「第2
期矢吹町子ども・子育
て支援事業計画」の計
画期間が令和6年度で満
了することから、第3期
計画の策定に向けて、
これまでの取り組みや
課題を検証するニーズ
調査を行います。
なお、国・県の施策の
動向や社会情勢の変
化、状況を見極めなが
ら必要に応じた支援策
の見直しを行い、質の
高い幼児期の教育・保
育を計画的に推進しま
す。

8月：第1回子ども子育て会議
　令和4年度事業計画の点検
及び評価の実施

9月～11月：「第3期矢吹町子
ども・子育て支援事業計画」
ニーズ調査の実施

12月～2月：第2回子ども子育
て会議
　ニーズ調査の精査、検証、
次期計画検討

8月：第1回子ども子育て会議に
おいて、
①矢吹町子ども子育て支援事業
計画における、令和4年度事業
計画の点検及び評価について協
議しました。
②矢吹町子育て短期支援事業に
ついて協議しました。
③「矢吹町立幼稚園の適正規
模・適正配置の取組み」につい
て報告しました。
また、矢吹町第2期子ども・子
育て支援事業計画の点検及び評
価について委員の方へ意見シー
トを依頼し取りまとめました。

Ｃ

10月：「子ども計画ニー
ズ調査委託契約」

こども基本法において、
こどもの施策の基本的な
方針を定める「こども大
綱」及び矢吹町まちづく
り総合計画を踏まえ、次
期計画を策定するための
アンケート調査等を実施
します。

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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令和５年度　子育て支援課　課の運営方針と目標達成度評価シート【中間】

重点目標項目 目的・内容 活動（手段） 目標の達成評価 目標の達成度 今後の取り組み

今年度の目標設定 今年度の課の運営方針と目標の達成度と今後の取り組み

⑤子ども家庭セ
ンターの設置

全ての妊産婦・子育て
世帯・子どもの包括的
な相談支援等を行うた
めに、既存の子育て世
代包括支援センターの
充実及び支援を要する
子どもや家庭への支援
業務等を一元的に行う
「子ども家庭セン
ター」の令和6年度設置
に向けた準備を進めま
す。

～5月：設置に向けた福島県
子ども未来局協議

～7月：設置に向けた業務体
制の明確化

 通年：補助金協議・申請
　　 　設置場所検討
　　 　法令整備

国の方針を受け、県が9月に示
す予定のセンター設置にかかる
要綱の内容を踏まえ、事前に、
町としてのビジョンを作成し、
関係機関との協議を行いまし
た。
5月…ビジョン作成
6月…センター人員に関する協
議
7月…助成制度に関する協議
8月…センター組織、業務内容
に関する協議

Ｂ⁺

県が示すセンター設置に
関する助成制度を踏ま
え、センターの設置場
所、人員の調整及び町の
子育て施策の検討を行い
ます。
・センター設置場所、人
員案、経費の協議、検討
・センター設置に関する
事項の協議、検討

【⽬標の達成度の区分】 Ａ：達成できた B⁺：概ね予定どおり事務を進めている B⁻：事務に遅れが⽣じている Ｃ：下半期に実施 Ｄ：達成困難
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